
ご相談は岩手県農業経営・就農支援センターへ

就農や農業経営の

悩みや困りごと
ご相談ください。

経営改善

規模拡大

就農や農業経営・参入に関する相談を

課題解決に向けて無料でサポートします！

こんな専門家がいます

税理士 ・ 社会保険労務士 ・ 中小企業診断士 ・

司法書士 ・ 農業経営者 ・ 農業経営アドバイザー など



■経営相談
いわて農業経営相談センター

 【住所】盛岡市大通一丁目２－１ 岩手県産業会館５階 JA岩手県中央会
【TEL】０１９―６２６―８５１６

 ■就農相談
いわて就農相談窓口
【住所】盛岡市神明町７ー５ パルソビル３階 公益社団法人 岩手県農業公社
【TEL】０１９―６５１―２２６２

■参入相談
    参入相談窓口

【住所】盛岡市内丸10-１ 岩手県農林水産部農業振興課
【TEL】０１９－６２９－５６４３

■サテライト窓口
   （経営・就農相談） （参入相談）
◎盛岡農業改良普及センター 【019-629-6726】 ◎盛岡広域振興局農政部 【019-629-6597】
◎八幡平農業改良普及センター 【0195-75-2233】 ◎県南広域振興局農政部 【0197-22-2841】
◎中部農業改良普及センター 【0197-68-4464】 ◎花巻農林振興センター 【0198-22-4931】
◎奥州農業改良普及センター 【0197-35-6741】 ◎一関農林振興センター 【0191-26-1413】
◎一関農業改良普及センター 【0191-52-4961】 ◎遠野農林振興センター 【0198-62-9932】
◎大船渡農業改良普及センター 【0192-27-9918】 ◎沿岸広域振興局農林部 【0193-25-2704】
◎宮古農業改良普及センター 【0193-64-2220】 ◎大船渡農林振興センター 【0192-27-9914】
◎久慈農業改良普及センター 【0194-53-4989】 ◎宮古農林振興センター 【0193-64-2214】
◎二戸農業改良普及センター 【0195-23-9208】 ◎県北広域振興局農政部 【0194-53-4983】
◎二戸農業改良普及センター 【0195-23-9208】 ◎二戸農林振興センター 【0195-23-9203】                                                                    

※いずれのご相談も、お越しの際は事前にお電話にてご連絡ください。

・ 就農に関する相談や支援情報、農業経営・参入に関する
相談などを専属スタッフが無料で相談対応しています。

・ 相談内容をもとに、支援方法を決定します。

支 援 の 流 れ

窓 口 相 談

農業者、

就農希望者 等

まずはお電話又はメール

でご連絡ください

・ 経営課題に応じた支援チーム（税理士、社会保険労務士、
中小企業診断士等の専門家）を派遣して、 無料で農業者の
皆様の課題解決を支援します。

専門家派遣

お悩みや課題が解決するまで

サポートします！

課題も解決したし、
相談してよかった！

よくある質問

Ｑ.相談に行くときに必要なものはありますか。

Ａ. 必ずお持ちいただく必要があるものはございません。

農業経営の相談であれば、経営状況が分かる

資料をお持ちいただけると相談対応がスムーズです。

Ｑ.窓口相談は予約する必要がありますか。

Ａ. 原則として、事前にお電話にてご予約下さい。

Ｑ.農業経営・就農支援センターとは、何ですか。

Ａ. 就農希望者や農業者の確保・育成を図るため、

都道府県が法令に基づいて整備している組織で、

就農相談や農業経営の改善などの支援を行って

います。
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農作業中の熱中症を
予防しましょう!!

農作業中の熱中症が急増

予防のポイント
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熱中症等による死亡事故が急増しています!
４月１日～６月30日は熱中症等対策研修強化期間です。

各地域で開催される研修に参加しましょう!



熱中症対策アイテム

熱中症対策

熱中症が疑われる場合には

•
•
•

•
•
•

7月～9月は“夏の熱中症等対策声かけ期間”



岩手県・岩手県農作業安全対策協議会　TEL：019-629-5710岩手県・岩手県農作業安全対策協議会　TEL：019-629-5710

4 月 15日水～ 6 月 15日月4月 15日水～ 6 月 15日月
9月 15日火～11月 15日日9月 15日火～11月 15日日

農業者の方も労災保険に特別加入できます。
万が一の事故の際に確実な補償を受けられるように検討しましょう。

・ ・

令和 8年度 岩手県農作業安全スローガン

トラクターに安全フレーム装着！
運転者はシートベルト着用！
トラクターに安全フレーム装着！
運転者はシートベルト着用！

安全フレーム

水分、塩分補給など熱中症対策
を十分に！
水分、塩分補給など熱中症対策
を十分に！

強風・乾燥時は野焼きをしない！
作業は、準備と注意をしっかり！
強風・乾燥時は野焼きをしない！
作業は、準備と注意をしっかり！

家族に作業場所と帰宅時刻を知らせよう！
携帯電話を携帯しよう！
家族に作業場所と帰宅時刻を知らせよう！
携帯電話を携帯しよう！

携帯電話

今日は、向こうの畑で作業だから
夕方５時には帰るよ

何時に帰るの？

「これくらい…」少しの油断が事故のもと

初心忘れず安全作業



生産者が大切に育てた農作物の窃盗は、生産者に経済的被害を与える
だけでなく、担い手の減少にもつながり、地域の経済社会への影響を
もたらす、重大な問題です。農林水産省は、警察庁、各都道府県や生
産者団体と協力し、農作物の盗難防止対策の普及・啓発を行っています。

農作物の窃盗は、10年以下の拘禁刑又は
50万円以下の罰金の対象になります。
盗まれた農作物と知りながら、運搬、保管、有償での譲り受け、
又はその有償の処分のあっせんを行うことも犯罪です。

警察庁
National Police Agency

農作物の盗難現場や盗品の疑いがある農作物を発見した場合、最寄りの
警察署にご相談ください。

農林水産省ウェブサイト
「農作物の盗難防止対策」啓発ページ
https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu

/engei/tounan.html

https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/engei/tounan.html


2025年には全国で2,188件の農作物の盗難被害が発生しており、

園地（ほ場）や保管庫における被害が多発しています。

https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu
/engei/tounan.html

https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/engei/tounan.html


●保険期間の収入が基準収入の９割（５年の青色申告実績がある場合の補償限度額の上限）を下回った場

合に、下回った額の９割を上限として補塡します。

※補塡方式には、保険方式と積立方式を併用する「積立方式併用タイプ」と、保険方式のみの「保険方式補償充実タイプ」が

あり、農業者が選択できます。

※基準収入は、農業者ごとの過去５年間の平均収入（５中５）を基本とし、規模拡大など保険期間の営農計画も考慮して設定します。

※補償限度額は基準収入の９～５割の中から選択できます。

※保険方式の支払率は９～５割、積立方式の支払率は９～１割の中から選択できます。

ほ て ん

（3）補塡の仕組み

青色申告を行っている農業者（個人・法人）

※保険期間の前年１年分の青色申告（簡易な方式を含む）実績が

あれば加入できます。
※収入保険と、農業共済、ナラシ対策、野菜価格安定制度
などの類似制度については、どちらかを選択して加入します。

※ゲタ対策については、同時に加入できます。

農業者が自ら生産した農産物の販売収入全体

※簡易な加工品（精米、もちなど）は含まれます。

※一部の補助金（畑作物の直接支払交付金等の数量払）は

含まれます。

※肉用牛、肉用子牛、肉豚、鶏卵は、マルキン等の対象な

ので除きます。

全ての農産物を対象に、自然災害や価格低下だけではなく、農業者の経営努力では避けられない収入

減少を広く補償します。

収入保険をご紹介します！

自然災害や病虫害、

鳥獣害などで

収量が下がった

倉庫が浸水して

売り物に

ならない

市場価格が

下がった

取引先が

倒産した

災害で

作付不能になった

盗難や

運搬中の事故に

あった

けがや病気で

収穫ができない

輸出したが

為替変動で

大損した

収
入
減
少

自己責任部分

積立方式で補塡
(特約補塡金)

保険方式で補塡
（保険金）

保険期間の

    収入金額

基準収入

100％

90％

80％

収入がゼロになって
も補塡

支払率（９割を上限として選択）

（保険方式＋積立方式
の補償限度額の上限）

（保険方式の補償限
度額）

保険方式補償充実タイプ積立方式併用タイプ

収
入
減
少

自己責任部分

保険方式で補塡
（保険金）

保険期間の

    収入金額

基準収入

100％

90％

収入がゼロになって
も補塡

支払率（９割を上限として選択）

（補償限度額の上限）

●基準収入が1,000万円で最大補償の場合、保険期間の収入がゼロとなったときは、いずれのタイプ
も同じ810万円の補償が受けられます。（※５年の青色申告実績がある者の場合）

（１）加入できる方 （２）対象収入



加入・支払等手続のスケジュール

※保険期間が令和９年１月～12月の場合のイメージです。

※保険期間は税の収入の算定期間と同じです。法人の保険期間は、事業年度の１年間です。事業年度の開始月によって、スケジュールが変わります。

令和８年 令和９年 令和10年

12月末まで １月～12月 確定申告後（３～６月）
（税の収入の算定期間）

※保険料・積立金は分割支払もできます。
（最終の納付期限は保険期間の８月末）

※保険料については、税務上、経費として損金算入されるため、保険方式補償充実タイプは積立方式併用
タイプより所得税・法人税が軽減できます。

加入申請 保険期間
保険金・特約補塡金

の請求・支払

詳しい内容については、お近くの農業共済組合、全国農業共済組合連合会、

又は農林水産省経営局保険課（03-6744-7148）へお問い合わせください。

（2026.5）

収入保険 検索

Webサイトでは様々な情報を公開中！
https://www.maff.go.jp/j/keiei/nogyohoken/

syunyuhoken/index.html

付加保険料（事務費）を安くすることができます！

【つなぎ融資】
※保険期間中に災害等により資金が必要な
場合は、無利子のつなぎ融資を受けること
ができます。

※インターネット申請のみの場合：新規加入者は4,500円割引、継続加入者は2,200円割引

自動継続特約のみの場合 ：新規加入者、継続加入者ともに1,000円割引

（４）保険料、積立金等

●農業者は、保険料、積立金等を支払って加入します。

※保険料には、50％の国庫補助があります。保険料は掛捨てになります。保険料率は、新規加入（補償限度80%）の場合、
1.498％（国庫補助後）で、自動車保険と同様に、保険金の受取実績に応じて、毎年、適用される保険料率が変動します。

※積立金には、75％の国庫補助があります。積立金は自身のお金であり、補塡に使われない限り、翌年に持ち越されます。

※保険料、積立金は分割払（最大９回）や制度資金の活用ができます。

※税務上、保険料及び付加保険料（事務費）は、必要経費（個人）又は損金（法人）に計上します。積立金は、預け金として取り扱

います。

※補償限度額・支払率の選択や補償の下限を設定することにより、保険料を調整することができます。

積立方式併用タイプ
（保険方式80%＋積立方式10%、支払率90%)

保険方式補償充実タイプ
（保険方式90%、支払率90%)

保険料 10.8万円 保険料 23.0万円

積立金 22.5万円 積立金 ー

付加保険料（事務費） 2.2万円 付加保険料（事務費） 2.2万円

合計 35.5万円 合計 25.2万円

基準収入が1,000万円で最大補償の場合に農業者が負担するお金

●共通申請サービスを通じてインターネット申請した方や自動継続特約を利用する方は、付加保険料
（事務費）が割引となります。

保険料・積立金・
付加保険料（事務費）

の納付

インターネット申請と自動継続特約を両方利用する場合

新規加入者 4,500円割引

継続加入者 3,200円割引
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